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令和５年広審第８号 

裁    決 

引船Ａ引船列灯浮標衝突事件 

 

受  審  人  ａ１ 

職  名 Ａ甲板員 

操縦免許 小型船舶操縦士 

 

本件について、当海難審判所は、理事官大野徹二出席のうえ審理し、

次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

受審人ａ１の小型船舶操縦士の業務を１か月停止する。 

 

理    由 

（海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

令和４年３月１５日１１時４０分 

備讃瀬戸南航路 

２ 船舶の要目 

船 種 船 名 引船Ａ           台船Ｂ 

総 ト ン 数 １９トン 

全 長 ２５.７５メートル      ６０.００メートル 

機 関 の 種 類 ディーゼル機関 

出   力 １,４７２キロワット 
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３ 事実の経過 

(1) 設備等 

Ａは、平成２６年５月に進水し、船体中央部やや前方に上層を操

舵室とした２層の甲板室及び船尾甲板に曳航装置を設けた、コルト

ノズルラダー付きプロペラを装備した２機２軸の鋼製押船兼引き船

で、操舵室前部中央に舵輪、自動操舵装置及びＧＰＳプロッターを

備えた操舵スタンドを、左舷側に機関遠隔操縦装置を、右舷側にレ

ーダーをそれぞれ装備していた。 

 (2) 本件発生に至る経緯 

Ａは、船長ａ２及びａ１受審人ほか１人が乗り組み、鋼材運搬用

パレット４個を積載して船首尾とも０.６メートルの喫水となった

非自航式鋼製台船Ｂ（以下「台船」という。）を、船尾から出した

直径３０ミリメートル長さ４０メートルの鋼製えい航索に台船の左

右両舷船首から出した直径５０ミリメートル長さ７０メートルの合

成繊維索を結合し、Ａの船尾から台船の後端までの距離が１７０メ

ートルとなった引船列（以下「Ａ引船列」という。）を構成し、船

首１.６メートル船尾２.８メートルの喫水をもって、令和４年３月

１５日１１時１５分香川県丸亀港を発し、岡山県水島港に向かった。 

ａ１受審人は、丸亀港を出たところで、ａ２船長と船橋当直を交

替して舵輪後方に立って操船に当たり、１１時３０分少し過ぎ丸亀

港昭和町防波堤灯台（以下「昭和町防波堤灯台」という。）から  

３４３.５度（真方位、以下同じ。）１.０９海里の地点で、備讃瀬

戸南航路第７号灯浮標（以下、灯浮標については「備讃瀬戸南航

路」の冠称を省略する。）及び第８号灯浮標から航過距離をとるた

めに２０度左方に向けて針路を３２０度に定めて自動操舵とし、折

からの潮流により右方に１６度圧流されて６.８ノットの速力（対
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地速力、以下同じ。）で進行した。 

ａ１受審人は、１１時３６分昭和町防波堤灯台から３４０.５度

１.７５海里の地点に達したとき、第７号灯浮標まで６６０メート

ルとなり、その後圧流されながら同灯浮標に接近する状況であった

が、第８号及び第７号灯浮標から航過距離をとるために２０度左方

に向けたので、同灯浮標を十分に離して航過できるものと思い、第

８号及び第７号灯浮標との相対位置関係を確認するなど、船位の確

認を十分に行わなかったので、この状況に気付かなかった。 

ａ１受審人は、右方に圧流されながら第７号灯浮標に接近する状

況に気付かないまま続航し、１１時３９分少し過ぎ同灯浮標の間近

を通過したとき、台船と第７号灯浮標との衝突の危険を感じ、機関

を中立運転としたものの、及ばず、１１時４０分昭和町防波堤灯台

から３４０.５度２.１１海里の地点において、Ａ引船列は、原針路

のまま、２.５ノットの速力となったとき、台船の左舷船首部が第

７号灯浮標に衝突した。 

当時、天候は晴れで風力２の西風が吹き、潮候は下げ潮の初期に

あたり、視界は良好で、付近には流向０５５度及び流速１.６ノッ

トの潮流があった。 

ａ２船長は、自室で休息中、機関音の変化に気付いて昇橋し、衝

突の事実を知り、事後の措置に当たった。 

衝突の結果、台船は左舷船首部外板に修理を要さない擦過傷を生

じ、第７号灯浮標は、頭標の曲損及び太陽電池パネルの破損等を生

じたが、のち修理された。 

 

（原因及び受審人の行為） 

本件灯浮標衝突は、備讃瀬戸南航路において、水島港に向けて航行す
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る際、船位の確認が不十分で、圧流されながら第７号灯浮標に向かって

進行したことによって発生したものである。 

ａ１受審人は、備讃瀬戸南航路において、水島港に向けて航行する場

合、第７号灯浮標に衝突することのないよう、第８号及び第７号灯浮標

との相対位置関係を確認するなど、船位の確認を十分に行うべき注意義

務があった。ところが、同人は、第８号及び第７号灯浮標から航過距離

をとるために２０度左方に向けたので、同灯浮標を十分に離して航過で

きるものと思い、船位の確認を十分に行わなかった職務上の過失により、

圧流されながら第７号灯浮標に接近する状況に気付かないまま進行して

同灯浮標への衝突を招き、台船及び第７号灯浮標にそれぞれ損傷を生じ

させるに至った。 

以上のａ１受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第２号を適用して同人の小型船舶操縦士の業務を１か

月停止する。 

 

よって主文のとおり裁決する。 

 

令和５年８月３０日 

広島地方海難審判所 

審 判 官  岩  﨑  欣  吾 


